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５次総計策定の流れと今後の予定

５次総計策定の大まかな流れは以下の通りです。 現在は前期基本計画の検討を進めており、 今後、

総合計画審議会で詳細な内容を検討していきます。 また２０１９年度末には、 前期基本計画で設定す

る指標等の現状を把握するため、 市民アンケートを予定しています。

これから総合計画審議会で詳細に検討します

基本構想の検討

前期基本計画の検討

第５次芦屋市
総合計画案の作成

第５次芦屋市
総合計画の策定

市⺠の声の収集
 〇市⺠アンケート
 〇市⺠ワークショップ
 〇団体インタビュー 等

今後取り組むべき主な
施策の検討
 〇現⾏計画の総括
 〇職員ワーキング 等

総合計画審議会による
具体的な計画の検討

パブリックコメントによる
計画案への意⾒聴取

市議会による承認

２０１９年度 今後の予定

●総合計画審議会

 第１回 11⽉ 28⽇
 第２回 12⽉ 13⽇
 第３回 1⽉ 23⽇
 第４回 2⽉ 4⽇
 第５回 2⽉ 27⽇
 第６回 3⽉ 18⽇

●市⺠アンケート実施

 3⽉下旬（予定）

職員ワーキングでの検討⾵景

総合計画って？

10 年間のまちづくりの指針となる、 芦屋市の

最上位の計画です。

現在の 「第４次芦屋市総合計画」 は令和２

年度が最終年度となり、 令和３年度から新た

に５次総計が始まります。

計画は、 基本構想、 基本計画、 実施計画

で構成されます。
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（問い合わせ） 芦屋市役所　企画部政策推進課　芦屋市精道町 7 番 6 号

　　　　　　 ＴＥＬ　0797-38-2127 （直通）　ＦＡＸ　0797-31-4841

総合計画審議会とは？

総合計画審議会は、総合計画に関する調査、審議をするための外部機関で、幅広い意見が出るように、

様々な立場の方で構成されています。

〇学識経験者６名 （防災、 福祉、 子育て教育、 行政経営、 協働、 都市計画などの専門家）

〇市議会議員３名 （芦屋市議会より推薦）

〇市民団体代表４名 （社会福祉協議会、 自治会連合会、 商工会、 コミュニティ ・ スクール連

絡協議会より推薦）

〇市民委員４名 （公募）

総合計画の3層構造
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10 年後の将来像とまちづくりの基本的な方向性
　＊10 年間 （令和 3～ 12 年度）

将来像を達成するためにすべきこと
　＊前期５年間 （令和 3～ 7年度）
　＊後期５年間 （令和 8～ 12 年度）

基本計画に基づく具体的な事務事業
　＊３年間の計画を毎年度作成

総合計画審議会委員の構成

これまでの総合計画の策定については芦屋市HPに掲載しています

第５次芦屋市総合計画  



変化の激しい時代における芦屋市のまちづくりの指針となる５次総計は、 次の点を重視して策定していきます。

今後も芦屋市内で「住み続けたい」

とする人が 81.8％に上り、 その理

由として、 交通の便利さ、 地域イ

メージの良さ、 豊かな自然環境の

他、 日常生活の便利さ、 美しい

景観などが上位にあげられていま

す。

２０１８年度の市民ワークショップでは基本構想の将来像

が提案され、 現在、 そこに込められた思いを活かして

将来像を検討しています。 そして、 「ASHIYA SMILE 

BASE」 のフレーズは、 市民と職員がわが事として総合

計画に関わり将来像を実現していくためのキャッチフレー

ズと位置づけ、 様々な場面で使っていきます。

いとう市長が、 市民のみなさんと直接意見交換するラン

チミーティングやオープン

ミーティングで、 新しい総

合計画について説明を行

い、 キャッチフレーズ

「ASHIYA SMILE BASE」

を発信しました。

４つの⽅針を重視して５次総計を策定します

市⺠提案の将来像は計画のキャッチフレーズに

市長からも発信中！

市⺠アンケートで、まちづくりへの意⾒をいただきました

職員ＷＧで前期基本計画の取り組みを検討しました

芦屋に住み続けたいと考える市民が８割を超えています

これからの市役所を担う若手 ・ 中堅の市職員によるワーキング

グループ （45 課 45 人） が、７月から 10 月の間に全４回のワー

クショップを行い、①施策分野ごとの主な施策内容、②目標とす

る指標について議論しました。 今後、 この検討内容を参考とし

て、 前期基本計画を組み立てていきます。

若手・中堅職員の知恵とアイディアを結集

施策の目標の中で、 今後特に力を入れて取り組むべき

ものは、 １位 「災害に強い安全なまちづくり」、 ２位 「市

内商業の活性化」、 ３位 「高齢者がいきいきと安心し

て暮らせる」 などとなっており、 幅広い分野の施策への

ニーズが高いことがうかがえます。

芦屋のまちづくりについての市民アンケート

〇調査対象 ： 芦屋市在住 18 歳以上の市民 3,000 人

〇調査方法 ： 郵送による配布 ・ 回収 （web 回答可）

〇調査期間 ： 令和元年５月 30 日～６月 12 日

〇有効回収数 ： 1,377 件

力を入れるべき取り組みの 1位は災害対策

市⺠ワークショップ提案による将来像
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〜みんなの声を活かして、

次世代へと⼈がつながり

誰もがイキイキと暮らすまち〜

人口減少が進む中でも、 ワクワク

できる居心地のいい空間が身近に

あり、 みんなの笑顔があふれるホー

ムタウンとして、 将来にわたり住ん

で良かったと誇れるまちであり続け

ることを目指すもの。

様々な立場の市民がまちづくりに参

加し、 ともに未来を見据えて、 自

分らしく暮らせるまちを創っていくこ

とにより 「ASHIYA SMILE BASE」

を実現していこうというもの。

アシヤ    スマイル    ベース

今の場所に
住み続けたい
69.1％

市内の他の場所で

住み続けたい

12.7％

市内の他の場所で

住み続けたい

12.7％

市内の他の場所で

住み続けたい

12.7％

いずれ市外に

引越したい

9.7％

その他

2.5％ 無回答

4.7％
すでに市外に引越す

予定がある

1.2％

今のお住まいにずっと住んでいたいと思いますか

住み続けたいと思われる理由は

芦屋市内で
住み続けたい
81.8％
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豊かな自然環境に
恵まれている

地域イメージが良い

生活環境 ( まちの
清潔さ） が良い

長年住み慣れて
愛着がある

交通が便利である

%

35.6

0 5 10 15 20

子育てと仕事の両立を可能にする
環境が整っている

交通ルールやマナーに関する
意識が高まっている

高齢者がいつまでもいきいきと
安心して暮らせている

市内の商業が活性化し、
市民の利便性も向上している

災害に強い安全なまちづくり
が進んでいる

%

15.5

14.9

13.1

12.0

10.2

31.1

24.2

22.2

21.1

上位５位のみ抽出 ・ 複数回答

上位５位のみ抽出 ・ 複数回答

市⺠と⾏政が
ビジョンを共有する

市民と行政の協働によるまちづくり

のビジョンとなるよう、 様々な市民

や団体と基本構想を共有し、 連

携した取り組みを進めていきます。

戦略的な施策を設ける

市の予算や人材、 施設などを効果的

に使えるよう、 重要な課題の解決を

目指した施策、 並びに市全体で取り

組む重点プロジェクトを設定して

積極的に推進します。

地⽅創⽣、SDGs
を計画に取り込む

人口減少、少子高齢化に対応する 「芦

屋市創生総合戦略」 を総合計画に一

体化するとともに、 SDGs の視点を取り

入れ、 持続可能な社会づくりを

目指します。

情勢に応じて、
柔軟に施策を進める

総合計画の施策は、 その進み方を、

施策目標ごとの指標などでチェックし、

改善するとともに、 社会情勢の変化に

応じて柔軟に見直すことも

視野に入れます。
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SDGs ： 2015 年の国連サミットで採択された国際目標で、 持続可能な世界を実現するためのゴール ・ ターゲットから構成されます。 地方自治体においても、
SDGs の観点を取り入れることで、 生活、 経済、 環境などを総合的に向上させることが期待されます。
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